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6. GT お掃除ラクリーナパネル（T-PSCLS-5AW）

吸込グリルの稼働範囲の周辺および下方に障害物を置かないでくだ
さい。電源投入前にパネルを取付けた場合は吸込グリルの昇降動作・
ブラシの試運転はできません。
吸込グリル取付後はリモコン「上がる」の操作を行い，吸込グリルを
正規位置に収納してください。（マイコンが収納位置を記憶したのち，
ブラシの初期位置設定を行います。）
この間は，風量・風向の変更は入力されますが，終了するまでは実行
しません。この間は，表示部に緑が点灯します。

お願い

－ 1 －

次の場所への設置は避けてください。故障の原因になります。
・油煙が発生する作業場
・粉が浮遊する作業場
・タバコの煙が多いところ
・水蒸気の発生，湿気の多いところ
・化粧品・特殊なスプレーを使用するところ

温度制御が重要なところへの設置は避けてください。
トラブルの原因になります。
エアコン運転中に清掃運転を開始すると，風量 Lo・風向制御停止と
なります。24時間運転等のところでは，自動清掃中（約1時間）運
転状態（能力低下）が変わります。なお，清掃運転中は表示部に緑が
点灯します。

据付は，販売店または専門業者に依頼する。
ご自分で据付工事をされ不備があると，水漏れや感電，　火災，
エアコン落下によるケガの原因になります。

配線は，確実に接続し，端子接続部にケーブルの外力が　　　
伝わらないように固定する。
接続や固定が不完全な場合は，発熱，火災等の原因になります。

元電源を切った後に電気工事をする。
感電，故障や動作不良の原因になります。

警告

■ 据付上の注意事項

■工事前に，この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく据
付けしてください。お掃除ラクリーナパネル関連事項を抜粋して
います。必ず室内ユニットの取扱説明書「安全上のご注意」もお
読みください。
■ここに示した注意事項は，「 警告」，「 注意」に区分していま
すが，誤った取扱いをしたときに，死亡や重傷等の重大な結果に
結び付く可能性が大きいものを特に「 警告」の欄にまとめて
記載しています。しかし，「 注意」の欄に記載した事項でも，
状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。いずれ
も安全に関する重要な内容を記載していますので，必ず守ってく
ださい。
■絵表示の例

△記号は，危険・警告・注意を促す内容があることを告げ
るものです。図の中に具体的な禁止内容（左図の場合は感
電注意）が描かれています。
○記号は，禁止の行為であることを告げるものです。図の
中や近傍に具体的な禁止内容が描かれています。
●記号は，行為を強制したり指示したりする内容を告げる
ものです。図の中に具体的な指示内容（左図の場合はアー
スを行なってください）が描かれています。

■お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必
ず保管してください。また，お使いになる方が代わる場合は，必
ず本書をお渡しください。

注意

パネル装着手順

パネルからお掃除ユニットを分離
パネル裏面の突起で床を傷つける

場合があります。
梱包箱から出す前に実施が有効です。

室内ユニットにパネルを装着
室内ユニットと配線接続

パネルにお掃除ユニットを装着

室内ユニット・リモコンの設定
試運転

⑴～⑸

⑹～⑽

⑾～⒃

⒄～�

■ 安全上のご注意
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－ 2 －

Ⅰ据付工事

・据付はこの説明書に従って正しく行ってください。
・次の項目を確認してください。

○パネル・リモコンのタイプ
○付属品

吸込グリルに方向性があります。
90度回転方向には取付きません。

付属品
取扱説明書 1 冊
据付説明書 1 冊
電源線（赤，白） 1 本 ⑩⑫
パネル固定ボルト 4 本 ⑧ 室内ユニットへ取付け用
ストラップ 4 本 ⑨ コーナリッド落下防止用
配線カバー 1 個 ⑫ 電源配線接続部カバー

ねじ（銀色） 6 本 ⑨
⑫

クランプ固定
コーナリッド固定用

共用
4 本

配線カバー用 2 本
アースねじ（黄銅） 2 本 ⑫
クランプ 4 本 吸込グリル仮止用

1. 吸込グリルを持ち上げて，吸込グリルを開けます。

2. 吸込グリル 4 コーナに取付けてあるワイヤガイドを外側にスライ
ドさせて外してください。

吸込グリルはゆっくり持ち上げてください。
ワイヤおよびワイヤガイドが破損する恐れがあります。

3. 吸込グリル内側のダストボックスの固定に使用していたダンボー
ル・青テープを外してください。

機能名称について
機能の名称の意味は下記のとおりです。
お掃除 ： エアフィルタ自動清掃機能
ラクリーナ ： ダストボックス昇降機能
エアフレックス ： ドラフト防止機能

ご注意

ワイヤガイド（白）

吸込グリル

ドレン配管側 冷媒配管側

表示部 人感センサ部

人感センサ検知範囲の目安

パネル取付用ボルトを使用して、
梱包材を取付けてください。
パネル取付ピッチと同じ位置に

梱包材をユニットに取付けることができます。パネル取付けまでの養生として使用できます。
ユニット本体の養生

人感センサ検知範囲の目安

φb

φa

室内ユニット

h

80
0m

m

天井高さ h [m] 2.7 3.5 4.0

検知範囲① φa [m] 約 4.5 約 6.4 約 7.6

検知範囲② φb [m] 約 6.4 約 8.3 約 9.5

　⑴　据付のまえに

　⑵　吸込グリルの取外し

Ⅰ　据付工事
⑴　据付のまえに

⑵　吸込グリルの取外し

－ 2 －

Ⅰ据付工事
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－ 3 －

・エアフィルタストッパー（2 か所・白）を廻しエアフィルタを手前
に引出してください。

エアフィルタ
ストッパー

1. パネルのお掃除用制御箱の蓋を取外してください。
 左側のねじを緩め，右側のねじを取外して，蓋を取外してください。

2. パネルのお掃除用制御箱内の配線を外してください。
 ①コネクタ CnY5(2P, 白 )：グリル用リミットスイッチ
 ②コネクタ CnV5(6P, 白 )：ラクリーナ信号線
 ③コネクタ CnM2(20P, 白 )：お掃除用モータ線１
 ④コネクタ CnY3(4P, 赤 )：お掃除用モータ線２

3. A・C側のねじ 2 本を緩め，B・D側 2 本を外し，お掃除ユニッ
トを外します。 

ドライブシャフトを持たないでください。変形すると
故障の原因になります。

ご注意

A

D

C

B

①CnY5（2P，白）

③CnM2（20P，白）
④CnY3（4P，赤）

お掃除用制御箱の蓋

②CnV5（6P，白）

・コーナリッドを矢印の方向へ引き上げて取外
してください。（4 コーナとも）

表示部および人感センサ部は，コーナ
リッド内で配線が接続されています。

ご注意

コーナリッド

この辺を右図のように
引き上げてください。

　⑶　コーナリッドの取外し

　⑷　エアフィルタの取外し

　⑸　お掃除ユニットの取外し

⑶　コーナリッドの取外し

⑷　エアフィルタの取外し

⑸　お掃除ユニットの取外し

－ 3 －
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⑹　室内ユニットの取付レベルの確認

⑺　パネルの取付方向

－ 4 －

・パネルの取付方向は室内ユニットに対し方向性があります。
・パネルは，図に示す方向で取付けてください。
・パネルの「ドレン排水」と室内ユニットドレン配管の位置を合

わせてください。
・パネルの「配管側」と室内ユニット冷媒配管の位置を合わせて

ください。

標準 +110 ㎜ 高く

・お掃除ラクリーナパネル据付の場合は，標準パネル据付に対し
110㎜天井裏高さが増します。

　天井下面と室内ユニット下面のレベル差は，120 〜 124 ㎜の範
囲内としてください。
天井開口は標準パネルと同一，□ 860 〜□ 910 の範囲にして
ください。 

室内ユニットと天井材との高さは，パネル取付の際，
パネルに無理な荷重がかからない高さにしてください。
パネルが変形し破損の恐れがあります。・室内ユニット取付高さはパネル取付後，コーナ開口部より微調整が

できます。（詳細は⑻パネルの取付をご参照ください。）

ご注意

1
2
0
～
1
2
4
m
m

□860～□910mm

吸込グリルに方向性があります。
90度回転方向には取付きません。

1. パネルの仮止め
・パネルの仮止め用ハンガーを起こします。（2か所）
・パネルの仮止め用ハンガーを室内ユニットのフックにかけて，パネルを室内ユニットに吊るします。

室内ユニットのフック

パネルの
仮止め
ハンガー

室内ユニットのフック

パネルの仮止めハンガー

冷媒配管

　⑹　室内ユニットの取付レベルの確認

　⑺　パネルの取付方向

　⑻　パネルの取付

－ 122－
－ 4 －

❼ パネルの取付け方向

・パネルの取付け方向は室内ユニットに対し方向性があります。
・パネルは，図に示す方向で取付けてください。
・パネルの「ドレン排水」と室内ユニットドレン配管の位置を合

わせてください。
・パネルの「配管側」と室内ユニット冷媒配管の位置を合わせて

ください。

❻ 室内ユニットの取付けレベルの確認

標準 +110 ㎜ 高く

・お掃除ラクリーナパネル据付けの場合は，標準パネル据付けに対
し110㎜天井裏高さが増します。

　天井下面と室内ユニット下面のレベル差は，120 ～ 124 ㎜の範
囲内としてください。
天井開口は標準パネルと同一，□ 860 ～□ 910 の範囲にして
ください。 

室内ユニットと天井材との高さは，パネル取付けの際，
パネルに無理な荷重がかからない高さにしてください。
パネルが変形し破損の恐れがあります。・室内ユニット取付け高さはパネル取付け後，コーナ開口部より微調

整ができます。（詳細は ❽パネルの取付け  をご参照ください。）

ご注意

1
2

0
～

1
2

4
m

m

□860～□910mm

室内ユニット用制御箱

人感センサ付
コーナリッド取付部

お掃除用制御箱

冷媒配管 ドレン配管

表示部付コーナリッド
取付部

吸込グリルに方向性があります。
90度回転方向には取付きません

❽ パネルの取付け

1. パネルの仮止め
・パネルの仮止め用ハンガーを起こします。（2か所）
・パネルの仮止め用ハンガーを室内ユニットのフックにかけて，パネルを室内ユニットに吊るします。

室内ユニットのフック

パネルの
仮止め
ハンガー

室内ユニットのフック

パネルの仮止めハンガー

冷媒配管

－ 4 －
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・パネルの「配管側」と室内ユニット冷媒配管の位置を合わせて

ください。

標準 +110 ㎜ 高く

・お掃除ラクリーナパネル据付の場合は，標準パネル据付に対し
110㎜天井裏高さが増します。

　天井下面と室内ユニット下面のレベル差は，120 〜 124 ㎜の範
囲内としてください。
天井開口は標準パネルと同一，□ 860 〜□ 910 の範囲にして
ください。 

室内ユニットと天井材との高さは，パネル取付の際，
パネルに無理な荷重がかからない高さにしてください。
パネルが変形し破損の恐れがあります。・室内ユニット取付高さはパネル取付後，コーナ開口部より微調整が

できます。（詳細は⑻パネルの取付をご参照ください。）

ご注意
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0
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吸込グリルに方向性があります。
90度回転方向には取付きません。

1. パネルの仮止め
・パネルの仮止め用ハンガーを起こします。（2か所）
・パネルの仮止め用ハンガーを室内ユニットのフックにかけて，パネルを室内ユニットに吊るします。

室内ユニットのフック

パネルの
仮止め
ハンガー

室内ユニットのフック

パネルの仮止めハンガー

冷媒配管

　⑹　室内ユニットの取付レベルの確認

　⑺　パネルの取付方向

　⑻　パネルの取付⑻　パネルの取付
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パネル取付の際，パネルに無理な荷重がかからないよう，室内ユニット据付高さを調整してください。
パネルが変形し，吸込グリル，エアフレックス部品が収まらないおそれがあります。

・吊りボルトの締込みが不十分な場合，下図のような不
具合発生の原因となりますので確実に締込んでくださ
い。

・吊りボルトを締込んでも天井面とパネルとの間に隙間
ができる場合は，室内ユニットの高さを再調整してく
ださい。

・室内ユニットの水平度，ドレン配管などに影響がでない程度であればパネルを取付けたまま，室内ユニットの据付高さを微調整できます。

ご注意

コーナ開口部よりスパナ等の一般工具にて
室内ユニットのナットを微調整してください。

ご注意

2. パネルの室内ユニットへの固定
・付属のパネル固定ボルト 4 本を用いて，室内ユニットに締付けてください。

仮止め状態のまま，コーナリッドの取外しは大変危険です。
仮止め状態のまま，室内ユニットの調整を行うことは大変危険です。

ご注意

パネル固定ボルト

斜線部(４か所)は可動します。
手で無理に動かすと破損します。

・パネルの吹出口周囲のエアフレックス (斜線部 ) は別部品です。
パネルを持つ際は取扱いに注意してください。手で無理に動かすと破損します。

ご注意
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1. 室内ユニットの制御箱の蓋のねじ（２本）を緩め，蓋をスライドし
て取外してください。

2. ルーバモータ線（20 線）を制御箱のフックに通し，コネクタ
CnJ1（20P, 白）を接続してください。

3. エアフレックスモータ線（20 線）を制御箱のフックに通し，コネ
クタ CnJ2（20P, 白）を接続してください。

4. 人感センサ線（３線）を制御箱の貫通部に通し，コネクタ CnL（3P,
黒）を接続してください。

5. ラクリーナ電源 &アース線（付属品）のファストン端子を室内ユ
ニットの電源端子台の１番 , ２番に挿入してください。

 電源線の赤を端子台の１番に，白を２番に挿入してください。
 アース線 [ 緑 ] を室内ユニット制御箱の に接続してください。

6. ラクリーナ基板用信号線（６線）を室内ユニットの制御箱内の基
板のコネクタ CnV（6P, 白）に接続してください。

 コネクタ CnV にショートコネクタが接続されている場合は取外
しの上，信号線を接続してください。

7. お掃除基板用信号線（４線）を室内ユニットの制御箱内の基板の
コネクタ CnV2（4P, 黒）に接続してください。

8. 室内ユニットの制御箱の蓋を取付け，ねじ（２本）を締付けてくだ
さい。

ドレン配管冷媒配管

電源線接続部

信号線接続部

室内ユニット用
制御箱蓋のねじ

1. 付属のコーナリッド落下防止用ストラップをコーナリッドのピンに折返して引掛けてください。

2. コーナリッドに取付けたストラップの反対側をパネルのピンに引掛けてください。

3. コーナリッドの a 部をパネルの A 部に挿入してから，コーナリッドのつめ（2か所）をはめてください。

4. 付属のねじで固定してください。

ねじ

ピン

A

a

ピン

9.　 室内ユニットの形式 , 製造号機を取扱説明書裏ページ等へ控えて
ください。

（お掃除ユニットを取付けると室内ユニットの装置銘鈑が見難く
なります。）

　⑼　コーナリッドの取付

　⑽　電気配線

⑼　コーナリッドの取付

⑽　電気配線

－ 6 －
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A・C側のM4ボルト2本に仮止めした後，お掃除ユニットをはめ込みボルトを締めてください。残りB・D側2本のボルトを締めてください。

1. お掃除ユニットのアース線 [ 緑 ] をパネルの金具部にアースねじ
（付属品）を使用して接続してください。

2. 室内ユニットの電源端子台に接続したラクリーナ電源＆アース線
（付属品）をお掃除ユニットに接続してください。

 電源線（２線）コネクタ CnW6（2P, 白）を接続してください。
 アース線 [ 緑 ] をパネルの金具部にアースねじ（付属品）を使用し

て接続してください。
3. 配線カバー（付属品）をねじ（２本 , 付属品）で取付けてください。

A

BC

D

電源線接続部信号線接続部

ラクリーナ電源線

付属の配線
アース線

人感センサ用コネクタ
（CnL，3P，黒）

お掃除用制御箱からの配線

お掃除基板用コネクタ（CnV2，4P，黒）

ラクリーナ基板用コネクタ
（CnV，6P，白）

エアフレックスモータ用コネクタ（CnJ2，20P，白）

ルーバモータ用コネクタ（CnJ1，20P，白）

室内ユニット
の制御箱

配線カバー（付属品）

アースねじ2本（付属品）

CnW6（白）

　⑾　お掃除ユニットの取付

　⑿　電源線の接続

⑾　お掃除ユニットの取付

⑿　電源線の接続
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1. パネルのお掃除用制御箱内の配線を接続してください。 
①コネクタ CnY5（2P, 白）：グリル用リミットスイッチ
②コネクタ CnV5（6P, 白）：ラクリーナ信号線
③コネクタ CnM2（20P, 白）：お掃除用モータ線１
④コネクタ CnY3（4P, 赤）：お掃除用モータ線２

2. パネルのお掃除用制御箱の蓋を取付けてください。 

①CnY5（2P，白）

③CnM2（20P，白）
④CnY3（4P，赤）

お掃除用制御箱の蓋

②CnV5（6P，白）

1. ブラシ組立とフレームの間にエアフィルタを装着してください。

2. エアフィルタストッパーで固定してください。
エアフィルタ
ストッパー

1. 吸込グリル取付方向には方向性が有ります。吸込グリル方向を決
定してください。
90 度回転方向には取付けられません。

2. ワイヤを通してあるワイヤガイドを吸込グリルの 4 コーナの取付
部に固定して装着します。

3. ワイヤガイドを吸込グリルに外側から内側にスライドさせながら
装着してください。
装着の際，取付部の隙間をワイヤが通過する様にワイヤの向きに
注意して確実に取付けてください。

4. ワイヤガイド装着後，ワイヤの曲り・ねじり・噛込みがないこと
を確認してください。

ワイヤガイドは確実に装着してください。確実に装着さ
れていないと，吸込グリルの自動昇降ができなくなった
り，吸込グリルが落下する恐れがあります。
ワイヤがお掃除部品に引掛かっていないか確認してくだ
さい。引掛かりがあると吸込グリルの昇降・収納ができ
なくなったりします。

ご注意

ワイヤガイド（白） 

　⒀　制御配線の接続

　⒁　エアフィルタの取付

　⒂　吸込グリルの取付

⒀　制御配線の接続

⒁　エアフィルタの取付

⒂　吸込グリルの取付
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＜ルーバ動作範囲の設定（フリーフロー設定）＞
ワイヤードリモコンを使用することで，吹出口のルーバの動作範囲を変更することができます。本モードで上限位置と下限位置を設定す
ると，ルーバは設定された上限位置と下限位置の間で動作します。各ルーバ毎に動作範囲の設定が可能です。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

＜エアフレックスの設定（ドラフト防止設定）＞
お掃除ラクリーナパネルを取付，配線接続をするだけではエアフレックスは作動しません。
エアフレックスを作動させるために，ワイヤードリモコンを使用して，ドラフト防止設定を有効にしてください。
本モードで有効に設定するとエアコンの運転開始時にエアフレックスが作動し，運転中は常時エアフレックスが開いています。また，エ
アコン停止時にエアフレックスは閉じます。各吹出口毎に有効 / 無効の設定が可能です。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

（ワイヤードリモコン RC-DX2，RC-D4G 以前，ワイヤレスリモコン RCN-D3G 以前のリモコンでは設定できません。）

＜人感センサの設定＞
お掃除ラクリーナパネルを取付，配線接続をするだけでは人感センサは機能しません。
人感センサを機能させるために，ワイヤードリモコンを使用して，人感センサ設定を有効にしてください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

（ワイヤードリモコン RC-DX2，RC-D4G 以前，ワイヤレスリモコン RCN-D3G 以前のリモコンでは設定できません。）

＜吸込グリル昇降の設定（グリル昇降操作）＞
お掃除ラクリーナパネルを取付け，配線接続をするだけでは吸込グリルの昇降はできません。
吸込グリルの昇降を可能にするために，ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して，吸込グリル昇降を有効にしてください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

＜吸込グリル下降長さの設定（降下長設定）＞
吸込グリルの下降長さをお好みの下降長さに設定することができます。工場出荷時は２ｍに設定されています。
お好みの下降長さにしたい場合は，ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して，吸込グリルの下降長さを設定してください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

・ダストボックスのガイド部を内側に倒しながら，吸込グリルのレー
ルにセットしてください。

ガイド部分を内側に倒し
ながらレールにはめる

横レール

上レール

ダストボックス

ボックス取付後，レールに沿っ
てダストボックスが端から端
まで滑らかに移動できるか確
認してください。
滑車がレールから外れている
と，お掃除運転が正常に作動
できなくなりますので確認し
てください。

ご注意

＜ワイヤゆるみ検知機構について＞
ラクリーナパネルには，ワイヤの絡まり防止のため，「ワイヤゆるみ検知機構」
を装備しています。吸込グリルを吊ったワイヤがゆるんだ場合，ワイヤゆる
み検知スイッチが働き，自動昇降用モータが自動停止します。
パネル据付後，グリルが動かない場合，「ワイヤゆるみ検知機構」が作動して
いる可能性がありますので，据付時にワイヤの噛込み，絡まり等が無いか，
ワイヤ経路をご確認ください。

ご注意

ワイヤ

ワイヤゆるみ
検知スイッチ

ワイヤゆるみ
検知スイッチ

ワイヤ

モータ

　⒃　ダストボックスの取付

　⒄　各種設定

⒃　ダストボックスの取付

⒄　各種設定

－ 9 －

＜ルーバ動作範囲の設定（フリーフロー設定）＞
ワイヤードリモコンを使用することで，吹出口のルーバの動作範囲を変更することができます。本モードで上限位置と下限位置を設定す
ると，ルーバは設定された上限位置と下限位置の間で動作します。各ルーバ毎に動作範囲の設定が可能です。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

＜エアフレックスの設定（ドラフト防止設定）＞
お掃除ラクリーナパネルを取付，配線接続をするだけではエアフレックスは作動しません。
エアフレックスを作動させるために，ワイヤードリモコンを使用して，ドラフト防止設定を有効にしてください。
本モードで有効に設定するとエアコンの運転開始時にエアフレックスが作動し，運転中は常時エアフレックスが開いています。また，エ
アコン停止時にエアフレックスは閉じます。各吹出口毎に有効 / 無効の設定が可能です。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

（ワイヤードリモコン RC-DX2，RC-D4G 以前，ワイヤレスリモコン RCN-D3G 以前のリモコンでは設定できません。）

＜人感センサの設定＞
お掃除ラクリーナパネルを取付，配線接続をするだけでは人感センサは機能しません。
人感センサを機能させるために，ワイヤードリモコンを使用して，人感センサ設定を有効にしてください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

（ワイヤードリモコン RC-DX2，RC-D4G 以前，ワイヤレスリモコン RCN-D3G 以前のリモコンでは設定できません。）

＜吸込グリル昇降の設定（グリル昇降操作）＞
お掃除ラクリーナパネルを取付け，配線接続をするだけでは吸込グリルの昇降はできません。
吸込グリルの昇降を可能にするために，ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して，吸込グリル昇降を有効にしてください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

＜吸込グリル下降長さの設定（降下長設定）＞
吸込グリルの下降長さをお好みの下降長さに設定することができます。工場出荷時は２ｍに設定されています。
お好みの下降長さにしたい場合は，ワイヤードリモコンまたはワイヤレスリモコンを使用して，吸込グリルの下降長さを設定してください。
設定方法はリモコンの取扱説明書を参照してください。

・ダストボックスのガイド部を内側に倒しながら，吸込グリルのレー
ルにセットしてください。

ガイド部分を内側に倒し
ながらレールにはめる

横レール

上レール

ダストボックス

ボックス取付後，レールに沿っ
てダストボックスが端から端
まで滑らかに移動できるか確
認してください。
滑車がレールから外れている
と，お掃除運転が正常に作動
できなくなりますので確認し
てください。

ご注意

＜ワイヤゆるみ検知機構について＞
ラクリーナパネルには，ワイヤの絡まり防止のため，「ワイヤゆるみ検知機構」
を装備しています。吸込グリルを吊ったワイヤがゆるんだ場合，ワイヤゆる
み検知スイッチが働き，自動昇降用モータが自動停止します。
パネル据付後，グリルが動かない場合，「ワイヤゆるみ検知機構」が作動して
いる可能性がありますので，据付時にワイヤの噛込み，絡まり等が無いか，
ワイヤ経路をご確認ください。

ご注意

ワイヤ

ワイヤゆるみ
検知スイッチ

ワイヤゆるみ
検知スイッチ

ワイヤ

モータ

　⒃　ダストボックスの取付

　⒄　各種設定
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－ 10 －

・リモコンのグリル昇降で「上がる」を選択して吸込グリルを収納してください。吸
込グリルが収納されると，自動でダストボックスセッティングの運動を行います。
この間は風量・風向の変更は入力できますが，終了するまでは実行しません。風量 
Lo での運転は可能です。

・お掃除運転中は，表示部に緑のランプが点灯します。緑の点滅で点検モードを表示
します。

表示部のランプ点灯パターンとその内容

ランプ点灯パターン 内　容 点検項目

緑と黄の交互点滅 電源投入から 20 秒間 ー

消　　　　灯 室内ユニット - お掃除メカ
間の通信異常 配線コネクタの差込を確認

緑の連続点滅

緑の 1 回点滅

位置検知不能 エアフィルタ装着・ダストボックスと
レールの装着を確認緑の 2 回点滅

緑の 3 回点滅

緑の 4 回点滅 グリル収納不良 グリルが正しく収納されていません。
ワイヤ・ワイヤガイドを確認

TIMER
CHECK RUN

緑 

黄

　⒅　吸込グリルの収納⒅　吸込グリルの収納
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・お掃除パネル設定は，GTお掃除ラクリーナパネル接続時のみ可能です。接続せずにお掃除パネル設定を選択すると
   「操作無効です。」を3秒間表示します。
・お掃除ラクリーナパネルを使用する場合は，必ず時刻設定を行ってください。
・お掃除パネル設定は，親リモコンのみ可能です。

  (a) TOP画面の「メニュー」より→「お手入れ」→「お掃除パネル設定」を選択し，サービスパスワードを入力しま
       す。

  (b) 「お掃除パネル設定」画面より，各項目を選択してください。
        設定する項目をタッチしてください。
      　・お掃除自動……………自動清掃運転の有効/休止を設定します。
      　・清掃時間帯設定………自動清掃を開始する時間帯を設定します。
      　・清掃間隔設定…………自動清掃する最小の間隔を設定します。
      　・ダスト回収設定………ダスト回収時期を設定します。
      　・ブラシ清掃回数………ブラシ清掃回数を設定します。

( i )  お掃除自動の「制御有効」，「制御休止」を設定します。
       ・制御有効…自動清掃運転休止を解除します。
       ・制御休止…自動清掃運転が停止します。
                         リモコン・バックアップスイッチ操作ができなくなります。

( iii )  清掃間隔設定
     自動清掃する最小の間隔を設定します。
     エアコン運転時間により，清掃は1～4日間隔で行います。
     ・A  毎日～3日毎：エアコン運転中は毎日，エアコン停止中は3日毎
     ・B   2日～4日毎：エアコン運転中は2日毎，エアコン停止中は4日毎

( ii )  清掃時間帯設定
   ・設定された時間帯内の任意の時刻に自動清掃を開始します。
   ・エアコンの停止している時間を見計らって開始します。
   ・エアコンが運転している場合は，風量を弱まで下げ，ルーバを停止してか
　　ら自動清掃を行ないます。
   ・お掃除運転中はモータ運転音が発生します。
   ・お掃除運転が気にならない時間帯（通常不在の時）を選択してください。
   ・「時刻指定」を選択すると，お掃除自動運転を開始する時刻を設定する画
      面が表示します。
　　 ▲  ▼  ボタンで，ご希望の時刻(5分単位)に合わせてください。
      ご希望の時刻後， セット  ボタンをタッチしてください。

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③お手入れ ④サービスパスワード入力

⑤お掃除パネル設定

⑥お掃除自動

⑦清掃時間帯設定

⑧時刻指定

⑨時刻指定

フィルターサインリセット

グリル昇降省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

お手入れ

⒆　お掃除パネルの初期設定 (iv)  ダスト回収設定
 ・設定された日になると，リモコンに『ホコリを回収してください。』を表示
    します。
 ・一般事務所で１年毎を想定してダストボックス容量を決めていますが， ホコ
　 リの多少により設定してください。
 ・「日付指定」を選択すると，ダスト回収時期を指定する画面が表示され ▲
　   ▼ ボタンで，ご希望の日付に合わせてください。ご希望の日付に設定後，
      セット  ボタンをタッチしてください。

( v )  ブラシ清掃回数設定
    ブラシの清掃回数を設定できます。初期設定は5回ですが，2～9回の範囲で
    設定できます。
    ブラシにホコリが残る場合，回数を増やしてください。

⑩ダスト回収設定

⑪日付指定

⑫ブラシ清掃回数
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・お掃除パネル設定は，GTお掃除ラクリーナパネル接続時のみ可能です。接続せずにお掃除パネル設定を選択すると
   「操作無効です。」を3秒間表示します。
・お掃除ラクリーナパネルを使用する場合は，必ず時刻設定を行ってください。
・お掃除パネル設定は，親リモコンのみ可能です。

  (a) TOP画面の「メニュー」より→「お手入れ」→「お掃除パネル設定」を選択し，サービスパスワードを入力しま
       す。

  (b) 「お掃除パネル設定」画面より，各項目を選択してください。
        設定する項目をタッチしてください。
      　・お掃除自動……………自動清掃運転の有効/休止を設定します。
      　・清掃時間帯設定………自動清掃を開始する時間帯を設定します。
      　・清掃間隔設定…………自動清掃する最小の間隔を設定します。
      　・ダスト回収設定………ダスト回収時期を設定します。
      　・ブラシ清掃回数………ブラシ清掃回数を設定します。

( i )  お掃除自動の「制御有効」，「制御休止」を設定します。
       ・制御有効…自動清掃運転休止を解除します。
       ・制御休止…自動清掃運転が停止します。
                         リモコン・バックアップスイッチ操作ができなくなります。

( iii )  清掃間隔設定
     自動清掃する最小の間隔を設定します。
     エアコン運転時間により，清掃は1～4日間隔で行います。
     ・A  毎日～3日毎：エアコン運転中は毎日，エアコン停止中は3日毎
     ・B   2日～4日毎：エアコン運転中は2日毎，エアコン停止中は4日毎

( ii )  清掃時間帯設定
   ・設定された時間帯内の任意の時刻に自動清掃を開始します。
   ・エアコンの停止している時間を見計らって開始します。
   ・エアコンが運転している場合は，風量を弱まで下げ，ルーバを停止してか
　　ら自動清掃を行ないます。
   ・お掃除運転中はモータ運転音が発生します。
   ・お掃除運転が気にならない時間帯（通常不在の時）を選択してください。
   ・「時刻指定」を選択すると，お掃除自動運転を開始する時刻を設定する画
      面が表示します。
　　 ▲  ▼  ボタンで，ご希望の時刻(5分単位)に合わせてください。
      ご希望の時刻後， セット  ボタンをタッチしてください。

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③お手入れ ④サービスパスワード入力

⑤お掃除パネル設定

⑥お掃除自動

⑦清掃時間帯設定

⑧時刻指定

⑨時刻指定

フィルターサインリセット

グリル昇降省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

お手入れ

(iv)  ダスト回収設定
 ・設定された日になると，リモコンに『ホコリを回収してください。』を表示
    します。
 ・一般事務所で１年毎を想定してダストボックス容量を決めていますが， ホコ
　 リの多少により設定してください。
 ・「日付指定」を選択すると，ダスト回収時期を指定する画面が表示され ▲
　   ▼ ボタンで，ご希望の日付に合わせてください。ご希望の日付に設定後，
      セット  ボタンをタッチしてください。

( v )  ブラシ清掃回数設定
    ブラシの清掃回数を設定できます。初期設定は5回ですが，2～9回の範囲で
    設定できます。
    ブラシにホコリが残る場合，回数を増やしてください。

⑩ダスト回収設定

⑪日付指定

⑫ブラシ清掃回数

⑥試運転

     (a) ecoタッチリモコンを使用する場合の試運転手順
       ( i ) TOP画面の「メニュー」より →「サービス設定」→「据付設定」を選択し，サービスパスワードを入力します。
　　　　

①TOP画面 ②メニュー画面＃1 ③サービス設定

⑤据付設定メニュー＃１

⑨ブラシ清掃⑧フィルタ清掃

( ii ) 「据付設定メニュー#1」画面から「試運転」を選択します。
     「試運転」画面から「お掃除試運転」を選択します。
     「お掃除試運転」画面から「フィルタ清掃」または「ブラシ清掃」 選択し  運転  ボタンをタッチしてください。
      清掃運転を開始します。

省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

お手入れ

④サービスパスワード入力

⑦お掃除試運転

⒇　お掃除パネルの試運転
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　バックアップスイッチを押す
パネル表示部のバックアップスイッチを押してください。
バックアップスイッチを押す時間により試運転モードが異なります。

ON 時間 試運転内容
3 秒未満 フィルター清掃開始
3 〜 6 秒 ブラシ清掃開始
6 秒以上 表示消灯

お掃除試運転中はパネル表示部に緑のランプが点灯します。
緑の点滅で点検モードを表示します。
この間は，風量・風向の変更は入力できますが，終了するまでは実行
しません。風量 Lo での運転は可能です。
運転中にバックアップスイッチを押すと停止します。

TIMER 
CHECK RUN 

緑 

黄 

バックアップスイッチ 

パネル表示部ランプ点灯モードとその内容
表示パターン 内　容 点検項目

緑と黄の交互点滅 電源投入から 20 秒間 ー
消　　　　灯 本体 - お掃除間の通信異常 配線コネクタの差込を確認緑の連続点滅
緑の 1 回点滅

位置検知不能 フィルタ装着・ダストボックスと 
レールの装着を確認緑の 2 回点滅

緑の 3 回点滅

緑の 4 回点滅 グリル収納不良 グリルが正しく収納されていません。
ワイヤ・ワイヤガイドを確認

⒝ eco タッチリモコンを使用しない場合

お知らせ
フィルタ清掃は、約 1 時間 20 分で終了します。
フィルタ面を 11mm/ 分でゆっくり拭き取ります。

黄 

●パネル表示部に黄色の点灯

横レール 

上レール 

ガイド部 

ダストボックス 

        お掃除パネル接続ユニットにおいて，ダストボックスのホコリを回収する
        時期をお知らせするため，設定時間に達すると，「ホコリを回収してくだ
        さい。」を表示します。
        以下の操作により，ダストボックス内のホコリを回収し，「ホコリを回収
        してください。」表示を消してください。

(a)  TOP画面の「メニュー」より「お手入れ」→「グリル昇降」を選択します。
      「グリル昇降」画面より降下  ▼  ボタンをタッチして，吸込グリルを下げます。

①TOP画面

④グリル昇降 ⑤ダスト回収リセット

(b)  ダストボックスを取外し，ホコリを回収してください。
      ホコリを回収後，ダストボックスを元の場所に設置し，吸込グリルを上げてください。
  ( i ) ダストボックスの取外し 
        吸込グリルが下降停止してから，ダストボックスをレール
        から取外してください。
  ( ii ) ホコリの回収
        ダストボックス内のホコリを回収してください。
  ( iii ) ダストボックスのセット
        ガイド部分を内側に倒しながら，吸込グリルのレールにダ
　     ストボックスをセットしてください。
  ( iv  ) 吸込グリルを上げる
        吸込グリルが収納されると，自動でダストボックスのセッ
        ティング運転を行います。
        この間は，風量・風向の変更は入力できますが，終了する
        までは実行しません。   

(c)  ダスト回収リセット
      「グリル昇降」画面より「ダスト回収リセット」ボタンをタッチしてください。
      「ダスト回収リセット」画面より  はい  ボタンをタッチしてください。ダスト回収タイマーがリセット
　　され，「ホコリを回収してください。」の表示が消えます。
      注(1)  ダスト回収設定で「日付指定」を選択している場合，次回の「日付指定」設定が必要です。⒆，⒝，ⅳ項を参照して設定してくだ
                 さい。

④グリル昇降③お手入れ

フィルターサインリセット

お掃除パネル設定

②メニュー画面＃1

省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

お手入れ

�　ダスト回収のしかた
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黄 

●パネル表示部に黄色の点灯

横レール 

上レール 

ガイド部 

ダストボックス 

        お掃除パネル接続ユニットにおいて，ダストボックスのホコリを回収する
        時期をお知らせするため，設定時間に達すると，「ホコリを回収してくだ
        さい。」を表示します。
        以下の操作により，ダストボックス内のホコリを回収し，「ホコリを回収
        してください。」表示を消してください。

(a)  TOP画面の「メニュー」より「お手入れ」→「グリル昇降」を選択します。
      「グリル昇降」画面より降下  ▼  ボタンをタッチして，吸込グリルを下げます。

①TOP画面

④グリル昇降 ⑤ダスト回収リセット

(b)  ダストボックスを取外し，ホコリを回収してください。
      ホコリを回収後，ダストボックスを元の場所に設置し，吸込グリルを上げてください。
  ( i ) ダストボックスの取外し 
        吸込グリルが下降停止してから，ダストボックスをレール
        から取外してください。
  ( ii ) ホコリの回収
        ダストボックス内のホコリを回収してください。
  ( iii ) ダストボックスのセット
        ガイド部分を内側に倒しながら，吸込グリルのレールにダ
　     ストボックスをセットしてください。
  ( iv  ) 吸込グリルを上げる
        吸込グリルが収納されると，自動でダストボックスのセッ
        ティング運転を行います。
        この間は，風量・風向の変更は入力できますが，終了する
        までは実行しません。   

(c)  ダスト回収リセット
      「グリル昇降」画面より「ダスト回収リセット」ボタンをタッチしてください。
      「ダスト回収リセット」画面より  はい  ボタンをタッチしてください。ダスト回収タイマーがリセット
　　され，「ホコリを回収してください。」の表示が消えます。
      注(1)  ダスト回収設定で「日付指定」を選択している場合，次回の「日付指定」設定が必要です。⒆，⒝，ⅳ項を参照して設定してくだ
                 さい。

④グリル昇降③お手入れ

フィルターサインリセット

お掃除パネル設定

②メニュー画面＃1

省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

お手入れ
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注(1) フィルタ，ブラシF・Bは，消耗品です。3年を目安に交換を行ってください。ただし，環境条件や使用条件によっては，
　　　想定している交換周期よりも早く消耗が進みフィルタの目詰まり等の影響がでる場合がありますので，定期的な保守点検
　　　を行うことをお願いします。

部      品 仕    様・機    能

フィルタ ハイメッシュフィルタ　材料ＰＥＴ　

ブラシＦ フィルタからホコリを拭き取るブラシ

ブラシＢ ブラシＦ・ブラシＢが交差してホコリをダストボックスに落とす為のブラシ

ドライブシャフト

ＢＭ１,２ ブラシ回転用モータ，ブラシの向き（Ａ方向⇔Ｂ方向）を制御します。

ＢＳＭ１,２ ドライブシャフト回転用モータ，ブラシ組立て位置（Ｃ方向⇔Ｄ方向）を制御します。

ＢＳ１,２ 位置検知用スイッチ，ブラシ組立ての位置（Ｃ方向⇔Ｄ方向）を検知します。

表示部　スイッチ バックアップスイッチ、お掃除運転・ＬＥＤ消灯を制御します。

表示部　ＬＥＤ４ 緑色、お掃除運転表示（点灯）・点検コード表示（点滅）を行います。

表示部　ＬＥＤ５ 黄色，ダスト回収表示（点灯）を行います。

お掃除制御コントロールボックス お掃除用モータ・スイッチ・表示部の制御基板を内蔵

ＰＳ グリル収納位置検知スイッチ，吸込グリルがパネルに収納したことを検知します。

ラクリーナ電源用コネクタ 本体側からラクリーナパネルコントローラへの電源線中継コネクタです。

ラクリーナパネルコントローラ グリル自動昇降用モータ・スイッチ・コントローラを収納しています。

ブラシ組立てをＣ方向⇔Ｄ方向へ移動させるシャフト
　（無理な力が加わると変形するので注意）

BS1

（マイクロスイッチ）PS

BSM1

(シャフトモータ）

ブラシ組立

お掃除制御コントロールボックス

BM2

（ブラシモータ）

BS2

（マイクロスイッチ）

本体側コントローラ

ドライブシャフト

BSM2

（シャフトモータ）

ラクリーナ電源コネクタ

ドライブシャフト

C方向 D方向

据付状態　下から見る

⑴　部品・機能

Ⅱ　サービス関連

ラクリーナパネルコントローラ

（ブラシモータ）

BM1

Ⅱ　サービス関連
⑴　部品・機能
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注(1) フィルタ，ブラシF・Bは，消耗品です。3年を目安に交換を行ってください。ただし，環境条件や使用条件によっては，
　　　想定している交換周期よりも早く消耗が進みフィルタの目詰まり等の影響がでる場合がありますので，定期的な保守点検
　　　を行うことをお願いします。

部      品 仕    様・機    能

フィルタ ハイメッシュフィルタ　材料ＰＥＴ　

ブラシＦ フィルタからホコリを拭き取るブラシ

ブラシＢ ブラシＦ・ブラシＢが交差してホコリをダストボックスに落とす為のブラシ

ドライブシャフト

ＢＭ１,２ ブラシ回転用モータ，ブラシの向き（Ａ方向⇔Ｂ方向）を制御します。

ＢＳＭ１,２ ドライブシャフト回転用モータ，ブラシ組立て位置（Ｃ方向⇔Ｄ方向）を制御します。

ＢＳ１,２ 位置検知用スイッチ，ブラシ組立ての位置（Ｃ方向⇔Ｄ方向）を検知します。

表示部　スイッチ バックアップスイッチ、お掃除運転・ＬＥＤ消灯を制御します。

表示部　ＬＥＤ４ 緑色、お掃除運転表示（点灯）・点検コード表示（点滅）を行います。

表示部　ＬＥＤ５ 黄色，ダスト回収表示（点灯）を行います。

お掃除制御コントロールボックス お掃除用モータ・スイッチ・表示部の制御基板を内蔵

ＰＳ グリル収納位置検知スイッチ，吸込グリルがパネルに収納したことを検知します。

ラクリーナ電源用コネクタ 本体側からラクリーナパネルコントローラへの電源線中継コネクタです。

ラクリーナパネルコントローラ グリル自動昇降用モータ・スイッチ・コントローラを収納しています。

ブラシ組立てをＣ方向⇔Ｄ方向へ移動させるシャフト
　（無理な力が加わると変形するので注意）

BS1

（マイクロスイッチ）PS

BSM1

(シャフトモータ）

ブラシ組立

お掃除制御コントロールボックス

BM2

（ブラシモータ）

BS2

（マイクロスイッチ）

本体側コントローラ

ドライブシャフト

BSM2

（シャフトモータ）

ラクリーナ電源コネクタ

ドライブシャフト

C方向 D方向

据付状態　下から見る

⑴　部品・機能

Ⅱ　サービス関連

ラクリーナパネルコントローラ

（ブラシモータ）

BM1

⑵  制御
   (a)  お掃除運転
       ・ブラシ組立は，ブラシＦをＢ方向に向けてからＤ方向側へ移動させ，エアフィルタに付いたホコリをふき
          とります。約10mm/分で移動し，移動の途中でブラシＦとフィルタの接触面を変えています。
       ・Ｄ方向側に到着後，ブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側へ約10mm/分で戻ります。
       ・Ｃ方向側に到着後，ブラシＦを往復回転させながら，ブラシＦとブラシＢを交差させてホコリを圧縮して
          ダストボックスに落とします。往復回転数は２～９の範囲で設定できます。
       ・終了後，ブラシ組立はブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側で停止します。
    (b)  位置合わせ運転
       ・ブラシ組立とダストボックスの位置を合わせます。
       ・ブラシ組立がＤ方向側へ移動し、到着後Ｃ方向側へ約16mm/分で戻ります。
       ・ダストボックス上部のフックは､ばねで沈みながらブラシ組立に位置を合わせます。
       ・終了後，ブラシ組立はブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側で停止します。
    (c)  位置認識運転
       ・ブラシ組立を任意に移動させながら，位置検知スイッチによりマイコンが位置を認識します。
       ・終了後，ブラシ組立はＣ方向側で停止します。
    (d)  ラクリーナパネル収納
          ラクリーナパネル収納後，パネルスイッチ(PS)により自動的に位置合わせ制御を行います。
    (e)  エアコン運転中の場合
       ・お掃除運転中，位置合わせ運転中および位置認識運転中でもエアコンの運転ができます。ただし，風量は自
          動的にLoに下がり，風向ルーバは上位置で停止します。
       ・お掃除運転中，位置合わせ運転中および位置認識運転中は，エアコンの性能が充分発揮できない場合が有
          ります。

時刻設定：設定時刻に清掃を開始します。

清掃時間帯

ダスト回収
タイマー

日付指定 毎年指定日に表示を行います。

設定された日になると，リモコンに『グリル昇
降操作により､ホコリを回収してください』の
表示が出ます。
パネル表示部に黄色の点灯をします。
ホコリ回収完了をタッチした日から，設定期間
をカウントします。

清掃終了から次回清掃開始までの間隔 清掃時間帯の設定はできません。
エアコン運転時間が８時間累積後に，停止が
30分連続した場合に清掃開始します。
または，エアコン運転時間が１６時間累積後
に清掃を開始します。
または，前回の清掃終了から７２時間経過後
に清掃を開始します。
例えば，
１日８時間運転後に停止した場合は，停止
３０分後から清掃開始します。
連続運転の場合は、１６時間毎に清掃を行い
ます。
停止中でも３日毎に清掃を行います。

清掃間隔

リモコン RC - D4G (含むワイヤレスリモコン)ecoタッチリモコン：RC - DX3B

時間帯設定は，４パターンから選択できます。
・設定された時間帯に清掃を開始します。
・エアコンが運転中の場合停止するまで４時間
   まちます。
・エアコンが停止しない場合は風量をLoに下げ
   てエアコン運転しながら清掃を開始します。
・通常使用時間外（在籍時間外）の選択を推奨
   します。

・毎日～３日　エアコン運転中は毎日
                     エアコン停止中は３日毎
・２日～４日　エアコン運転中は２日毎
                     エアコン停止中は４日毎

(a)  異常を表示して､エアコン運転を停止します。

表  示

E21

内        容 処        置

吸込グリルが開いていないか点検
してください。
ラクリーナパネルのワイヤ・ワイ
ヤガイド装着方向確認

通常パネルが閉じた状態で運転中に，グリルを開いた。
＜パネルスイッチ（PS）が開いた場合＞
通常パネルが閉じた状態で手動でグリルを開き，運転を開始した。
＜パネルスイッチ（PS）が開いているとき＞
ラクリーナパネル制御で開いた場合は，運転が可能です。

⑶  メンテナンス
       GＴお掃除パネル関連点検コード

フィルターサインリセットした日から、設定
期間をカウントします。

時刻設定はできません。
フィルターサインの設定により切換可能。
設定１：1000時間，設定２：2000時間
設定３：2500時間，初期設定は2500時間

日付指定はできません。

パネル表示部に黄色の点灯をします。

⑵　制御

⑶　メンテナンス

⑵  制御
   (a)  お掃除運転
       ・ブラシ組立は，ブラシＦをＢ方向に向けてからＤ方向側へ移動させ，エアフィルタに付いたホコリをふき
          とります。約10mm/分で移動し，移動の途中でブラシＦとフィルタの接触面を変えています。
       ・Ｄ方向側に到着後，ブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側へ約10mm/分で戻ります。
       ・Ｃ方向側に到着後，ブラシＦを往復回転させながら，ブラシＦとブラシＢを交差させてホコリを圧縮して
          ダストボックスに落とします。往復回転数は２～９の範囲で設定できます。
       ・終了後，ブラシ組立はブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側で停止します。
    (b)  位置合わせ運転
       ・ブラシ組立とダストボックスの位置を合わせます。
       ・ブラシ組立がＤ方向側へ移動し、到着後Ｃ方向側へ約16mm/分で戻ります。
       ・ダストボックス上部のフックは､ばねで沈みながらブラシ組立に位置を合わせます。
       ・終了後，ブラシ組立はブラシＦをＡ方向に向けてからＣ方向側で停止します。
    (c)  位置認識運転
       ・ブラシ組立を任意に移動させながら，位置検知スイッチによりマイコンが位置を認識します。
       ・終了後，ブラシ組立はＣ方向側で停止します。
    (d)  ラクリーナパネル収納
          ラクリーナパネル収納後，パネルスイッチ(PS)により自動的に位置合わせ制御を行います。
    (e)  エアコン運転中の場合
       ・お掃除運転中，位置合わせ運転中および位置認識運転中でもエアコンの運転ができます。ただし，風量は自
          動的にLoに下がり，風向ルーバは上位置で停止します。
       ・お掃除運転中，位置合わせ運転中および位置認識運転中は，エアコンの性能が充分発揮できない場合が有
          ります。

時刻設定：設定時刻に清掃を開始します。

清掃時間帯

ダスト回収
タイマー

日付指定 毎年指定日に表示を行います。

設定された日になると，リモコンに『グリル昇
降操作により､ホコリを回収してください』の
表示が出ます。
パネル表示部に黄色の点灯をします。
ホコリ回収完了をタッチした日から，設定期間
をカウントします。

清掃終了から次回清掃開始までの間隔 清掃時間帯の設定はできません。
エアコン運転時間が８時間累積後に，停止が
30分連続した場合に清掃開始します。
または，エアコン運転時間が１６時間累積後
に清掃を開始します。
または，前回の清掃終了から７２時間経過後
に清掃を開始します。
例えば，
１日８時間運転後に停止した場合は，停止
３０分後から清掃開始します。
連続運転の場合は、１６時間毎に清掃を行い
ます。
停止中でも３日毎に清掃を行います。

清掃間隔

リモコン RC - D4G (含むワイヤレスリモコン)ecoタッチリモコン：RC - DX3B

時間帯設定は，４パターンから選択できます。
・設定された時間帯に清掃を開始します。
・エアコンが運転中の場合停止するまで４時間
   まちます。
・エアコンが停止しない場合は風量をLoに下げ
   てエアコン運転しながら清掃を開始します。
・通常使用時間外（在籍時間外）の選択を推奨
   します。

・毎日～３日　エアコン運転中は毎日
                     エアコン停止中は３日毎
・２日～４日　エアコン運転中は２日毎
                     エアコン停止中は４日毎

(a)  異常を表示して､エアコン運転を停止します。

表  示

E21

内        容 処        置

吸込グリルが開いていないか点検
してください。
ラクリーナパネルのワイヤ・ワイ
ヤガイド装着方向確認

通常パネルが閉じた状態で運転中に，グリルを開いた。
＜パネルスイッチ（PS）が開いた場合＞
通常パネルが閉じた状態で手動でグリルを開き，運転を開始した。
＜パネルスイッチ（PS）が開いているとき＞
ラクリーナパネル制御で開いた場合は，運転が可能です。

⑶  メンテナンス
       GＴお掃除パネル関連点検コード

フィルターサインリセットした日から、設定
期間をカウントします。

時刻設定はできません。
フィルターサインの設定により切換可能。
設定１：1000時間，設定２：2000時間
設定３：2500時間，初期設定は2500時間

日付指定はできません。

パネル表示部に黄色の点灯をします。
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注(1)  ブラシ組立および駆動の詳細については（1）項をご覧ください。

(b)  点検を表示しますが､エアコンは運転を継続します。

表  示 LED表示(1)

消灯
連続点滅

注(1) LEDの点滅は，10秒間隔での点滅回数（青ＬＥＤ）示します。

(c)  バックアップスイッチ操作

機        能
フィルタ清掃開始
ブラシ清掃開始
表示消灯

(d)  トラブル対応
      ブラシ組立が動かなくなった場合，および斜めに傾いた場合。

1

2

3 以上のケースにて，ブラシが停止してしまった場合は、上表の処置を点検してください。

4

ブラシ組立は，位置検知を行いながら自動で平行に移動する様に制御します。左右の位置検知スイッチが検
知するタイミングが一致する様に先に検知した側が一旦停止して反対側の検知を待ちます。2個の位置検知
スイッチが正常に検知できなかった場合，検知できない側のＢＳＭが回り続けブラシが斜めになって停止す
る場合があります。

ecoタッチリモコン「ＲＣ－ＤＸ３B」の場合は，メニュー『サービス・メンテナンス』⇒『サービスパスワー
ド』⇒『お掃除パネル点検』から復旧をさせてください。

６秒以上

ブラシ組立は，位置検知を行いながら自動で平行に移動する様に制御しますが，ダストボックスがレールか
ら脱線していたり，その他障害物により移動ができない場合，規定時間内で位置検知信号が入力されなかっ
た場合点検コードを表示します。

コネクタの差込を確認

長押し時間
３秒未満

３～6秒未満

本体－お掃除間の通信異常

Ｃ方向端 ～ Ｄ方向端まで２０分以内に，終了したと
誤認したとき３回点滅

フィルタの装着
（フィルタが変形していないか，
   引掛け部の外れはないか）
ダストボックとレールの装着
（８個のホイールがレールに入って
   いますか）

ＢＳＭモータを駆動中，25分間ＢＳが位置検知しな
いとき
「フィルタ清掃制御」が１時間以内に終了しないと
き

１回点滅

２回点滅
Ｍ １

処        置内        容

バックアップスイッチでのダスト回収表示
（黄LED）消灯は，一時的に消えますが次
の午前零時に再点灯します。
ダスト回収リセット・フィルターサインリ
セットを行ってください。

④お掃除パネル点検

⑤メニュー画面

①ＴＯＰ画面 ②メニュー画面 ③パスワード入力

5 停止している位置がＣ方向側（コントロールボックス側）の場合、個別操作［５］
　移動できた場合は、位置合わせ指令

6 停止している位置がＤ方向側（反コントロールボックス側）の場合、個別操作［６］
　移動できた場合は、位置合わせ指令

7 停止している位置がＣ方向側（コントロールボックス側）の場合、位置認識指令
　移動できた場合は、位置合わせ指令

8
移動できない場合は、ドライブシャフトを回転させて、ブラシ組立が中央寄りで平行になるように外側にな
っている側を修正後、位置認識指令

1 ブラシ１回転 Ａ方向 下向
2 ブラシ２回転 Ａ方向 下向
3 ブラシ１回転 Ｂ方向 上向
4 ブラシ２回転 Ｂ方向 上向
5 ブラシ移動 Ｃ方向 ｺﾝﾄﾛｰﾙ側
6 ブラシ移動 Ｄ方向 反対側　
7 ダスト回収表示黄LED点灯

駆動部個別点検内容

①TOP画面 ②メニュー画面＃1

⑤サービス・メンテナンス＃1 ⑦お掃除パネル点検 ⑧駆動部個別点検

1 ブラシ１回転 Ａ方向 下向

2 ブラシ２回転 Ａ方向 下向

3 ブラシ１回転 Ｂ方向 上向

4 ブラシ２回転 Ｂ方向 上向

5 ブラシ移動 Ｃ方向 ｺﾝﾄﾛｰﾙ側

6 ブラシ移動 Ｄ方向 反対側　

7 ダスト回収表示黄LED点灯

駆動部個別点検内容

③サービス設定 ④サービスパスワード入力

省エネ設定

便利機能

ユーザー設定

サービス設定

室内設定保存

お手入れ

⑥サービス・メンテナンス＃2

室内機容量表示

特殊操作

お掃除パネル点検
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①タッピンねじを外してギヤカバーを取外してください。

⑷  ブラシ組立分解要領
■ブラシセット

個数 備     考名    称
2 先端の形状が異なるブラシ(F)が各1個ブラシ(F)
2ブラシ(B)
4ばねＡ

ギヤカバー

ギヤカバー

先端φ5

先端φ7

首部
φ9

タッピンねじ

②ギヤカバーの取付は、左右共フレーム角穴(矢印)に爪を掛けてタッピンねじで固定しています。

③ブラシ(F)を外します。ブラシ(F)は､左右で先端の形状が異なりますので，組立時は矢印部の先端の形状
   を確認し受側にあわせてください。

ブラシ(F)

⑷　ブラシ組立分解要領
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ブラシ(F)

④ブラシ(B)を外します。ブラシ(B)には､左右にばねがあり，ばね取付には方向性がありますので注意して
   ください。また，組立時には，ブラシ(F)とブラシ(B)が向き合うようにしてください。
   (下図参照)

ブラシ(B)組立

スプリング

ばね取付方向

Ｃ

　

首部
φ10 先端φ5

先端φ7
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7. フィルターキット（GR シリーズ）

室内ユニット付属の据付説明書と合わせて、ご覧ください。

フィルター清掃用・ユニット点検用に点検口を設置してください。

天井内が負圧にならない様に設計してください。

・付属のラベル『エアフィルターの取付け・取外し方』を貼付けてください。

・　　矢印部を付属のねじで固定してください。　小型・中型は６本　大型は７本

・機種によって、※部のねじがユニット側のねじと重なる場合があります。

　その場合はユニット側のねじを取外してから共締めしてください。

・インシュレーションを下図に従って2か所貼付けてください。

・室内ユニット付属の据付説明書を参照に静圧設定を行ってください。

R-FL-2A R-FL-3A R-FL-4A

P22 P28 P36 P40 P45 P50 P56 P63 P71 P80 P90 P112 P140 P160
店舗 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ビル空調 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＧＨＰ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

フィルター

ねじ

インシュレーション

フィルターキット形式

フィルター小　3枚 フィルター大　3枚
フィルター小 2枚
フィルター大 3枚

適用機種

6本 6本 7本
内容物

2枚 2枚 2枚

ラベル

ラベル

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

大型

小・中型

ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝ

ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝ

ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝ

ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝ

フレキシブルキット

本体
吹出ユニット

（オプション）
天井リターン用フィルター

（ロングライフフィルター）

点検口（現地手配）

1
5

0
m

m
以

上

4
6

0
m

m
以

上

PJG012D011A B
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8. 丸ダクト変換キット（GU シリーズ）

○ 室内ユニット付属の据付説明書と合わせて、ご覧ください。
○ φ200丸形ダクトを接続してください。
○ 各スポット間のダクト長さは、2対1以内としてください。
○ ダクトは､最短長さとなるよう施工してください。
○

○ ２スポットから１スポットへの改修は、行わないでください。
○ 室内ユニット付属の据付説明書を参照に静圧設定を行ってください。

４スポットを３スポット､３スポットを２スポットに改修する場合は､専用塞ぎ板を別売品と
して用意しています。中央いづれかを塞いでください。

注意：丸ダクト仕様の場合、最大機外静圧は、１００Pa以下としてください。

小型 中型 大型

P22 P28 P36 P40 P45 P50 P56 P63 P71 P80 P90 P112 P140 P160

店舗 ● ● ● ● ● ● ● ●

ビル空調 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ＧＨＰ ● ● ● ● ● ●

丸ダクト 1個 2個 3個 4個

形式 U-UM-1A U-UM-2A U-UM-3A U-UM-4A

12本 12本 13本 14本

4本 8本 12本 16本

断熱材 5枚 5枚 6枚 6枚

付
属
品

付属ねじ（長さ12mm)

付属ねじ（長さ16mm)

シリーズ展開

シリーズ
展開

丸ダクト
変換キット

● 本作業は、本体吊り込み前に実施してください。

① 熱交換器側の角ダクトフランジを取外してください。矢印のねじを外してください。

② フロントパネルを取付けてください。付属のねじ（長さ12mm）を使用してください。

付属のインシュレーションを貼付けてください。

③ 丸ダクトを取付けてください。付属のねじ（長さ16mm）を使用してください。

②

③

①

フレキシブルキット 本体

吹出ユニット

PJG012D012A A



5-91

9. GF シリーズ





技 術 資 料

セゾンエアコン
ハイパーインバータシリーズ

４-452-１-D
’13-11 発  行

　本資料は室内ユニットFDTP1404SXおよび室外ユニットに関する事項を記載しております。
　記載事項以外については，2012年冷熱ハンドブック 設計・施工編，サービス編および技術資
料4-437-1-D（12-10発行），4-443-1-D（13-6発行）をご覧ください。

同時発停仕様
・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天吊形（FDE）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）

個別発停マルチ
室外ユニット

室外ユニット

FDCVP2244HSX, 2804HSX

・天井埋込形4方向吹出し（FDT）
・天井埋込形小容量4方向吹出し（FDTC）
・天井埋込形2方向吹出し（FDTW）
・天井埋込形1方向吹出し（FDTS）
・天井埋込形小容量1方向吹出し（FDTSC）
・天埋カセテリア（FDR）
・高静圧ダクト形（FDU）
・天吊形（FDE）
・天吊耐油形（FDES）
・壁掛形（FDK）
・床置形ローボーイタイプ露出形（FDEL）
・床置形ローボーイタイプ隠蔽形（FDEU）

三菱重工冷熱株式会社

●製品の仕様は改良のため予告なしに変更することがあります。

〒108-8215

〒108-0023

東京都港区港南２-16-５

東京都港区芝浦２-11-５

三菱重工サーマルシステムズ株式会社




